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＜この文献の構成＞

この文献は、「堂々として独創的な建築」と「醜くて平凡な建築」を歴史的な様式、文献の書かれた当時の郊外の住宅、ラスベガスなどの事例を用いた比較を通して、当時もてはやされていた「堂々として独創的な建築」の限界を指摘しつつ、「醜くて平凡な建築」の意義を提唱している。
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＜死せるアヒルの予感＞
· 装飾を文節化にとって代える－既知の形態の代わりに、決定論的過程を機能に無関係に模倣したこと　　

→装飾することを軽視し拒否した結果、建物全体を歪め一つの大きな象徴と化してしまった

· メガストラクチャー（巨大構造）はトータルデザインや美しいデザイン→美しいだけで現在の社会的、技術的要請には答えていない。生気の乏しい月並みなトータルコントロール
＜退屈なのはおもしろい！＞
醜くて平凡な建築は、なじみの要素から引き出された表示的な意味を包括している
連想作用と過去の経験を手だてとして具体的な意味を提示する→ポップアーティスト的
世の中は建築家が自分のユートピアを作り出すのを待っているほど悠長ではない。
＜アグリーでヒロイックなベガス＞
現代（文献当時７０年代）のテンポの速さを反映

経済のテンポはアドバタイジングアートと称される取り換えのきく、使い捨ての装飾を促進している。
昼のラスベガスは複雑な建物の集積のように混乱そのものに見えるが、それ以前の建物を模した建物などから読み取れる幾重もの意味を持った象徴によって景観が成立しているため豊饒な混合である。

＜そして今ベガスはアグリー？！＞
ラスベガスが社会を反映しているということは、おそらく現代のラスベガスにもあてはまっている。しかし、昼間のラスベガスは豊饒な混在であるといえるのか？→スライド

＜考察＞
モダニズムの時代よりは豊かになって（ある程度はモダニストが目指したことは達成されていたのかもしれない）支配層と被支配層という差は曖昧はなってきているが中流階級者や低所得者と上流階級（気取り）という差はまだ明確であろう。「社会的関心と形態的関心」が建築の前提となっていたはずであるのにいつの間にかそれらは乖離してしまった。「形態的関心」に重きを置き、本来基盤であったはずの「社会的関心」には目を向けなくなってしまった結果、権威ある建築家たちは社会現象をそのまま建築に反映させようとはしない。つまり「堂々としていて独創的な」建築を信じる建築家は「白人の声なき声の大衆の建築」に目を向けようとしない。建築の存在自体が社会に与える影響は大きい。技術や建築産業の変化がめざましい社会潮流の中で、建築家がもっとこの「社会的関心」に積極的に取り組んだなら、もっと広く社会の要求や人々の共感を得られた可能性を建築はもっていたのかもしれない。
彼らは理想に依拠し（自分が第一人者だと信じている）建築家自身やアッパーミドルの価値基準を考慮している。

権威の価値基準を反映した建築は顕著にそれを露呈してしまう。「階級差を乗り越えるためのアイロニー」があるとしたらラスベガスは大衆の欲望、消費、経済のスピードの速さなどにあらわれる時代性を「使い捨ての装飾」でもって社会を忠実に連想させるとともにそのアイロニーをもはらんでいるように見える。それは現代のラスベガスにおいても通じる点があるように感じられるのは未だにこの状態が続いているのからだろうか。
＜議論したい点＞

大衆として皆さんは今後、建築家に何を求めますか？（建築家は今後どうしていくべくきだと思いますか？）

象徴主義（サンボリスム）
1880年代後半のフランスで起こった反写実主義、反科学主義的な文芸・美術傾向。1886年9月18日付の『フィガロ』紙に詩人のJ・モレアスが「ル・サンボリスム」（象徴主義）と題する宣言を掲載し、象徴主義は「芸術における最も今日的な精神を正確に表現できる唯一の教義」であり、詩の目的は「理念に感覚的形態を纏わせること」であると述べたことに由来する。その背景には近代的合理主義に反対し生の躍動を根本理念としたショーペンハウアーやベルクソンらの新しい哲学思潮があった。美術における象徴主義は1880年代から1910年代にかけてのアカデミズムとポスト印象派に対する新傾向と見られる。
機能主義（ファンクショナリズム）
建築・工芸・デザインでは、その形態を機能との密接な関係において決定する立場をいう。その際、H・グリーノウの「美は機能の約束である」や、L・H・サリヴァンの「形態は機能に従う」という言葉が、この思想の先駆的なものとされる。A・ロースの無装飾主義を受け、1920－30年代の近代建築運動において支配的な思潮となる。
図像学（イコノグラフィー）
図像、あるいは図像学と訳される。19世紀キリスト教考古学によって学術的形象論として発展し、20世紀になると造形美術の主題と意味に関する研究全体を指すようになった。この研究方法はA・ヴァールブルクとE・マールにより、20世紀美術史研究の代表的方法論とされた。イコノグラフィは通常、宗教的イコノグラフィと世俗芸術のイコノグラフィに分けられ、マールは前者の研究に貢献した。世俗美術における象徴主義の研究はヴァールブルクとE・パノフスキーによりなされた。このような20世紀の造形芸術の方法論が目指すところは、ある歴史的状況下における個々の美術作品において、どのようにしてその主題が表現されたかを「類型」の歴史を辿り、思想とイメージの関連性の分析を作品ごとに行なうことによって理解しようと試みることである。
ポップアート
1960年代、抽象主義に反抗してニューヨークを中心に生まれた美術と、50年代からのロンドンの活動がある。アメリカン・コミックスを拡大して描くR・リキテンスタイン、《キャンベル・スープ》のA・ウォーホル、そしてT・ウェッセルマン等が代表例。従来の芸術が保ってきた、ある種の品格・聖性を、きわめて日常的なイメージに置き換えたニューアート。表現の題材やイメージを徹底して大衆社会の世俗性に求めている。反芸術的な志向のもとに新聞漫画、商業デザイン、映画のスティール、テレビなど、大衆社会のマス・メディアのイメージを積極的に主題に取り上げた。

参考文献・ＷＥＢ
「ラスベガス」Ｒ・ヴェンチューリ1978年　鹿島出版会
ａｒｔｗｏｒｄ　www.dnp.co.jp/museum/nmp/artscape/artwords
